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児童における発声指導の一考察
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Abstract
In the  elementary school course of revised in Heisei 10th,fiscal year, “Sang  voice that did not
Overwork  natural the description were changed from ”head register utterance for the ut feelings of
the teacher initaiation  type in a vocal valuing were ruined, and there worry that the number of
children of  hated song increased,too.
It was able to be understood that there was an intention that it followed and it wanted to take the
[Sita] utterance to each tune. 
Moreover,the child investigated the questionnaire and the teacher of the site elementary school how
to express the opinion that did not overwore nature understood and were execting the utterance. It
was naturally vivid . Singing .method..what kind of..oe..main discouese..bring together .
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１．はじめに
小学校における音楽教育における歌唱指導は、平成
1 0年告示された第７次学習指導要領より「頭声的発声
で歌う」ことから「自然で無理のない声で歌うこと」へ
と発声指導の方針が大きく変化している。
1 9 5 8年から1 9 9 8年の改訂まで「頭声的発声」は歌唱
指導の基礎となっていただけに　現場の教員たちも歌唱
指導の転換期に大いに戸惑ったという情報もある。頭声
発声に関しては、第６次指導要領実施中から「頭声的発
声」は、「児童には、難しすぎる」「地声で好きに歌うこ
とが音楽を表現しやすく、子どもらしい歌い方である」
「歌唱は、発声にこだわらなくてもよいのではないか、
拘り過ぎると歌いたい気持ちが損なわれ、歌嫌いの児童
が増え、教師主導の授業になるのではないか。」という
主張も確かに少なくなかった。これらの意見は、児童が
歌いたいという欲求を認めることの重要性と発声のみに
こだわると歌うことに対して消極的になってしまうとい
う心配もある。第７次指導要領では、そのような児童が
歌いたいという意欲と感情豊かに表現することの大切さ
を文部科学省が受け入れたことによるものだろう。
歌唱指導が、発声重視となると確かに、声をよく響か
せ、美しい声を出すことだけとなり、「作品が、発する
メッセージを自己の内面に受け取る」佐橋（1 9 9 3：
2 3－１）という歌唱指導の本来の重要ポイントが希薄
化する。
また、歌を歌うということは　感情や想いを表出する
身近な手法である。したがって、筆者は声の出し方は、
歌唱活動において重要ポイントであり　児童の関心意欲
を高い授業展開のためにも指導者が、正しい児童発声法
を学び、指導する必要が高いと考える。
そこで本論は、第７次学習指導要領が求めている児童
の歌唱指導における発声指導の内容のなかで「無理のな
い声」について検証する。次に、A市の児童よりアンケ
ートを実践し、その結果をもとに、発声についての問題
点から今後の児童の歌唱指導における発声についての一
つの試案を論じたい。
２．小学校音楽科教育における発声指導の内容
１）小学校学習指導要領の内容における発声指導につい
て
発声指導について現行の小学校指導要領では、第３章
の各学年の目標及び内容の中の「２　内容」において次
のように書かれている。
第１学年及び第２学年
自分の歌声及び発音に気を付けて歌うこと。
第３学年及び第４学年
呼吸及び発音の仕方に気を付けて、
自然で無理のない歌い方で歌うこと。
第５学年及び第６学年
呼吸及び発音に仕方に工夫して、自然で無理の
ない響きのある歌い方で歌うこと。
表１、小学校学習指導要領における「自然な発声に」に関す
る記述
指導者側に立って上記内容をまとめると、「低学年では、
自分の発声及び発音気に気をつけるよう促し、中学年で
はさらに歌い方を個々の持ち味を生かしつつ歌うように
し、高学年でさらに工夫させ、自然で無理のない、響き
のある歌声を指導する」ということにある。
つまり小学校での発声指導内容のポイントは、「呼吸
の仕方、発音の仕方、自然で無理のない声、豊かな響き
のある歌声」となる。これらの中で「自然で無理のない
声」は、新しい視点と考え方を持ち提唱されている。
「自然で無理のない響きのある声」について、『小学校
学習指導要領解説音楽』においては、以下のように記載
されている。
「自然で無理のない声で歌う」とは、児童一人一人の
声の持ち味を生かしつつも、心身ともに成長過程にある
児童の声帯に無理のかからない歌い方を重視することで
あり、従来の頭声的発声で求めてきた歌い方と大きく異
なるものでもない。しかしこれまで頭声発声を特定の発
声法と受け止めて指導する状況も見られたことから、今
回の改定では、児童がより美しい歌唱表現を求め、伸び
伸びとした歌声で歌う活動を通して、曲想に合った自然
な歌い方を工夫し、無理のない声つくりを進めていくこ
との重要性を強調したいのである。
「自然で無理のない歌い方」について学習指導要領解
説では、下記のように説明している。「児童一人一人の
声の持ち味を生かしつつも、音楽的には、曲想にふさわ
しい自然な歌い方をし、身体的には成長の過程にある児
童の声帯に無理のかからない歌い方歌声を響かせて歌う
ことである。歌曲を歌う際には、従来行なわれてきてい
る頭声的発声と差異はない。しかし、これまで頭声的発
声的発声特定の発声法として訓練的発声にならぬよう配
慮し、児童の表現への意欲を大事にしながら、表現につ
いて考える力や楽曲に合った表現の能力に応じて個性を
重視した学習を進めることの重要性を協調している。
では、小学校の児童が使用する教科書ではどのように
児童へ提示しているかを見ることにする。
「自然で無理のない歌い方」について学習指導要領解
説では、下記のように説明している。
「児童一人一人の声の持ち味を生かしつつも、音楽的
には、曲想にふさわしい自然な歌い方をし、身体的には
成長の過程にある児童の声帯に無理のかからない歌い方
で、歌声を響かせて歌うことである。歌曲を歌う際には、
従来行なわれてきている頭声的発声と差異はない。しか
し、これまで頭声的発声的発声特定の発声法として訓練
的発声にならぬよう配慮し、児童の表現への意欲を大事
にしながら、表現について考える力や楽曲に合った表現
の能力に応じて個性を重視した学習を進めることの重要
性を協調している。
では、小学校の児童が使用する教科書ではどのように
児童へ提示しているかを見ることにする。
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２） 小学校音楽科の教科書における発声指導
次に、小学校の教科書における発声指導記述内容につ
いて、筆者が在住しているＮ市で使用されている教育芸
術社発行の音楽科教科書についてまとめる。
１年
・くちのあけかたにきをつけてやわらかいこえでう
たいましょう。
２年
・うたうときのしせいは
せなかをのばしたまま　かたを上げ　さっとおろ
して　ほほえむかんじでうたいましょう。
３年
・おなかの下のほうにふかく息を入れてから、ゆっ
くりと息を出す感じで歌いましょう。
・あくびをするようなつもりで空気をすってみる
と、つめたく感じる所がところがあります。そこ
をよくあけて、こえを遠くのほうへとどけるよう
なかんじで歌いましょう。
４年生
・スタッカートのところは、わらったときのおなか
に動きを感じて、軽くはずむようにうたいましょ
う。
・自然で無理のない声を手の先のほうに集めるよう
な気持ちで歌いましょう。
表２、教科書の発声に関する記述
（出典：教育芸術社　小学生の音楽）
小学校の教科書における発声指導の記述では「口形・
姿勢・呼吸法・息の使い方喉の開け方・自然で無理のな
い声」にまとめられる。つまり教科書で重点的に取り上
げている発声が従来の頭声的発声とイコールであること
がわかる。教科書が目指している発声は腹式呼吸で、喉
をよくあけ、声を後頭部から遠くに集めるようにし、お
腹をしっかり張り息を上手に調整して歌うことである。
３） アンケートによる児童の実態
アンケートによる児童の実態把握では、上記「自然で
無理のない声」という歌唱指導を受けている児童は、歌
い方をどのように受け止め歌っているのだろうか。A市
立T小学校２から６年生の児童にアンケートを実施した。
T小学校は、児童数 2 5 0名ほどの創立1 2 0年の小学校
である。教育熱心な保護者が多く、女子児童の習い事と
してピアノを選んでいる児童が多い。また、１昨年１年
間、音楽科専科教員が在籍していなかったが、学習発表
会などでは、低学年は、オペレッタやミュージカルを上
演するほど担任が音楽に親しませ、「朝の会」「帰りの会」
などで合唱が各教室から聞こえてくる学校である。また、
心穏やかな児童の育成の一環として、朝自習前や掃除、
給食準備の時間などで静かなクラシックが程よい音量で
流れている学校である。
アンケートは、「①音楽への嗜好度」「②歌うことへの
嗜好度」「③歌を歌うときの留意点」「④歌うときの悩み」
を各学級実施し、低学年のクラスは　学級担任が解説し
ながら記入してもらった。
表３、児童の音楽嗜好度のアンケート結果
表４、児童の歌うこと嗜好度アンケート結果
「音楽の嗜好」「歌うことの嗜好」２点をまとめると、
学年が進むにつれて音楽嫌いと歌うこと嫌いが増加して
いる。これの２点は関連があると仮定し、歌を歌うこと
の留意点と迷いを調査した。
67松原　由美：児童における発声指導の一考察
Ｑ：あなたが　歌を歌うとき気をつけていることを
書いてください。
２年生
・大きい声でうたう
・口を大きくあける
３年生
・大きな声ではっきりうたう
・口を大きく開ける。
４年生
・大きく口をあけて、はっきりうたう。
・大きな声で歌う。
・背中とおなかを伸ばす
５年生
・大きく口をあけて先生まで聞こえるように大きく
歌う。
・姿勢を正しく歌う。
・友達の声も聞く。
６年
・背筋を伸ばす。
・口を大きく開ける。
・おなかを伸ばす。
・大きな声で歌う。
表５　児童アンケート結果
指導者が、常に発声について「姿勢」「口形」「音量」
「声の出し方」について各学年の発達状況によってそれ
ぞれ理解し指導していることがわかる。しかし、「自然
で無理のない声」については、知識として理解している
ようであるが、本来の発声にどの程度結びついているか
が非常に不安である。
大きく不安な点を２点上げる。
・「口を大きく開ける」→「開けすぎると力みが喉な
どに生じる。また、声のポイントが広がりすぎる」
・「大きな声をだす」→「響きのある声ではなく、大きく
声を出すこと中心になっている可能性が大きい。
Ｑ：あなたが　歌を歌うときわからなかったり困っ
ていることがあったら書いてください。
２年生
・大きい声がでない
・上手に歌えない
３年生
・大きな声がでない
・上手でない
・し、ど、れが出ない（１点H,２点C、２点D
高い声がでないという表現）
４年生
・はっきりうたえない
・大きな声が出ない
・高い音がでない
５年生
・友達の声を聞くとつられる
・声がかすれる
・大きな声が出ない
・下手だから歌いたくない
・高い声がでない
６年生
・声が出にくい
・恥ずかしい
・高い声を出すと喉が痛くなる
・ソプラノにつられる　（主旋律につられる）
・歌いたくない
・音痴だから　みんなと声が違う
・高い音がでない
・いい声がでない
・下手だ
表６　児童アンケートの結果
３．実践した歌唱指導
１）たとえを使った発声指導　
アンケート調査において学年が進むにつれて「歌うこ
とが　好きではない」という結果は、うたう方法つまり
発声が理解できていない故に、声がだしにくいことによ
ることが原因と仮定し、５年生の児童に音楽専科とT T
方式で発声指導の内容を指導要領の解説に従って、頭声
的発声を実施した。その際、たとえを用いて行なう方法
とアニメーションキャラクターのたとえ（日吉：2 0 0 6
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1 7－6 1～7 0）を用いる方法そして、指導者が声を出し
頭声的発声の声を出すなどして、体を十分に使った発声
指導を行なった。
・ 呼吸の量を増やす
「大きな声が出ない」という悩みは、ブレスが十分
に取れていないことが原因である。そこで、両手を横
に十分広げ胸と背中の肩甲骨付近の筋肉をも広げ十分
体に空気を入れるのに有効である。
図１呼吸量を増やす練習法
図２向かい合って表情など確認しながら練習する　　
・歌声をまとめる
2 0センチほどの紙テープを持ち、口に近づけ息を
吹きかける方法紙テープを少しずつ離しそこまで息が
届くように息を細く長く吹きかける。息の使い方や声
の方向性をまとめることに有効である。
・ 口形と喉を開ける指導法
喉を開ける方法は、ほほ骨近辺の筋肉を上に上げる
よう指導する。筆者は、笑って顔の筋肉と口の周りの
筋肉も上げるよう鏡を見を見ながら指導する。児童は、
「口を大きく開ける」ように指導されて必要以上に口を
開けて声がまとまらないことが気になっていたので、
人指し指を第一関節までくわえさせそれ以上は開けな
くてよいこと、口は横開きせず縦に広くよう指導した。
・ 姿勢の指導（足の親指に根っこを張りましょう）
頭の後ろで両手を組み、頭を手に押し付ける。これ
により姿勢のバランスがとれ、胸の広がり　背中が伸
びる。足は、肩幅に広げ、利き足を少し前に出すよう
にする。親指に重心を置き、指が床から離れないよう
に「根っこを張りましょう」という表現を使用する。
その際、上履きを脱ぎ、足の指がしっかり床について
いるかを確認すると効果がある。
・ ハイヒールを履いているイメージさせる指導法
個々の高いと思った音が出てきたら歌う直前ハイヒ
ールを履こうという指導法。
かかとを上げる勢い、腹筋と背筋の緊張で声が出やす
くなる効果がある。
その際、足の親指の根っこを忘れないようにする声か
けを指導者は忘れないようにしたい。また、出しつら
い１音を発したら　すぐにかかとを戻す。
図３かかとを上げて緊張感を持って歌う
・アニメーションキャラクター「アンパンマン」をイメ
ージさせて行なう指導方法
日吉が　考案した指導法の一つである。両手を上に上
げ、頭の真上で指先を合わせひじを横に広げるポーズを
作り、自分の頭が両腕の広がりにあわせアンパンマンの
頭のように丸く大きくなったかのように想像させる。そ
れにより口の中や鼻腔が広がり、響きがよりやわらかく、
より広がるようになる効果がある。
・アニメーションキャラクター「ミッキーマウス」をイ
メージさせて行なう指導法
これも日吉の実践指導法で、裏声を発する人気キャラ
クター「ミッキーマウス」の声の真似をさせることで自
然で無理のない発声へ近づける指導方法である。「大き
な声で歌う。」事を地声で怒鳴って歌っていた男児には
非常に効果があった。
・ 頭声的発声として見本を聞かせる
毎時間、筆者は見本としての声を十分に聴かせ、時に
は　身体の使い方を理解させるためにおなかなどを児童
に触れさせたりした。
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口形やほほ筋肉を上げるなどの指示したことをオーバー
に指導者が行なうと児童はわかりやすい。
２） 授業実践の経過
実践を行なった５年生4 5名に４時間実施後にアンケ
ートを実施した。
「この授業で　あなたは歌が歌いやすくなりました
か。」という問いに全員が「はい」と答えた。また、「あ
なたは、歌を歌うことが好きになりましたか。」という
問いに関して5 6％、2 5名の児童が「はい」、3 3％の1 5
名が少し好きになった、５名の1 1％は好きではない。
という結果が出た。授業の感想を求めると下記のような
意見がでた。
・声が出しやすくなった
・前は口を開けるように思っていたけど違った
・高い声が出てうれしい
・頼りない声だと思う
・ちょっと面倒くさい
・いつも気をつけて歌うことがめんどうだ
・ミッキーの声の真似をすると声がでた
・アニメのたとえが面白かった
・歌うと疲れる
・この声を出して歌うのが恥ずかしい
・体が筋肉痛になった
・歌を歌うことがこんなに疲れるとは思わなかった
・もっとうまくなりたいと思った
・先生がうたうとよくわかった
・先生は体がいっぱい使っていた
・先生のおなかはかえるみたいに膨らんだ
表７、実践後児童の感想
「自然で無理のない発声」とは言いがたい児童がいる
ことは確かである。しかし、キャラクターなどのたとえ
を使用することで、児童の関心意欲態度と声の出し方の
上達に有効であるといえる。また、イメージ化しながら
指導者が見本として発声を児童に聞かせるとさらに理解
に有効である。
今後、全体指導の中で、個々の状態を把握しながら助
言し、少しでも上達の変化をキャッチし、ほめることで、
今まで恥ずかしいと思って殆ど声を出していなかった児
童が声を出そうとし、自分自身の声の出し方の工夫もで
てくるのではないかと考える。今回の実践は、「歌を歌う
ことが好き」な児童を増やすために有効であると考える。
４．まとめ
〇自然で無理のない発声という表現になったものの、
基本的には「頭声的発声」を柱として指導すべきで
あることを確認した。
〇アニメーションキャラクターなどの「たとえ」や身
体を十分に使って行なうことは、わかりやすくそし
て楽しい発声指導として有効である。
〇学習指導要領の内容から指導者がはっきりとした指
導内容を整理して児童に向き合うと効果が大きくな
る。
〇今回のT T 式での授業を終えて、時間を置いて合唱
の声を確認したら半数近い児童は忘れかけていた事
実がある。毎朝夕の合唱指導を行なう学級担任との
連携も重要である。
〇５年生の発声の変化は低学年への影響もあったよう
である。音楽朝会などで美しい声が聞こえ、真似よ
うとする児童が増えてきている。音楽専科と低学年
の学級担任との連携や音楽専科が低学年の指導も出
来る環境が必要と考える。
〇音楽専科が、実際に正しい「自然で無理のない声」
を見本として出したり、児童の声の判断が出来る耳
の育成も必要と考える。都会の音楽専科は様々な研
修等でよい声に接することが出来るが　地方である
がためになかなか研修も儘ならないということを耳
にする。
児童合唱指導者が地方まできて指導を受講できる環
境つくりも今後必要と思われる。
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